
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７１０２

挑戦的萌芽研究

2016～2015

無線LAN環境下で頑健に動作するセンサネットワーク向け高速データ収集プロトコル

High-speed data collection protocol for sensor networks with robust under 
wireless LAN environment

８０１６５２８２研究者番号：

福田　晃（Fukuda, Akira）

九州大学・システム情報科学研究院・教授

研究期間：

１５Ｋ１２０２１

平成 年 月 日現在２９   ６   ５

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：本課題では，（１）無線LAN信号をセンサノード上で検出する技術の開発，（２）セ
ンサノードを用いた無線LANアクセスポイント使用チャネル推定技術の開発，（３）センサノードを用いて通信
中に無線LANからの干渉状況を推定する技術の開発を行った．具体的には，異種無線間の信号検出技術を開発し
てセンサノード上で無線LANに関するさまざまな情報を収集する技術を確立した．これらを用いてセンサノード
間で通信中に周囲に存在する無線LAN機器からの干渉を推定し，干渉を回避する手法を提案した．本課題は挑戦
的なものであり多くの追加課題が生じたたため，当初計画を変更して当初目的に向けた基盤技術を開発した．

研究成果の概要（英文）：In this project, we developed (1) cross-technology signal detection method 
to detect WiFi signals on sensor node, (2) WiFi AP operating channel estimation method using sensor 
node, and (3) WiFi interference detection scheme during ZigBee communication.  Using the 
cross-technology signal detection scheme, we extracted information on WiFi APs around sensor nodes 
including distance and traffic.  We also presented a WiFi interference avoidance scheme based on the
 collected AP information.  This project is tackling challenging tasks and faces many new 
challenges. We therefore changed our research plan and developed fundamental techniques for our 
final goal.
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１．研究開始当初の背景 
IoT（Internet of Things）や CPS（Cyber 

Physical Systems）の実現に向けてセンサネ
ットワークの重要性が高まっている．このよ
うな用途では 1 台のセンサノードの通信範
囲内に膨大な数のセンサノードが存在する
高密度センサネットワークの構築が想定さ
れている．一般に，センサノードは通信速 
度 が 250 kbps で あ る ZigBee （ IEEE 
802.15.4）モジュールを用いたマルチホップ
通信を行うため，高密度センサネットワーク
でのデータ収集は通信負荷が大きく，通信容
量不足が大きな問題となる． 
このような問題に対し，PIP や MODESA

など，複数のチャネルを用いて同時に通信を
行うマルチチャネル高速データ収集プロト
コルが報告されている．しかしながら，
ZigBee と同じ周波数帯を用いる他の無線機
器との干渉を考慮すると使用できるチャネ
ルの数が制限される．特に，屋内環境に広く
普及している無線 LAN と干渉しない ZigBee 
チャネルは 1 つしか存在しないため，無線
LAN 環境下でこれらのマルチチャネルデー
タ収集プロトコルを利用することは難しい． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，IoT や CPS において必

要となる「高密度センサネットワーク」の実
現に向けて，屋内など無線 LAN の広く普及
した環境下において膨大な数のセンサノー
ドから高速にセンサデータを収集するプロ
トコルを確立することである．これに向け，
センサノードが自律的に通信チャネルを変
更するデータ収集プロトコルを提案する．シ
ンクノードにおいて膨大なセンサノードの
チャネルを全て掌握することは難しいため，
1) 自律的チャネル変更に対してロバストな
データ収集制御通信，2) センサノードにおけ
る無線 LAN 通信状況のモニタリングという
2 つの課題に挑戦することで提案プロトコ
ルを実現し，実証評価によって提案プロトコ
ルの有効性を明らかにする． 

 
 
３．研究の方法 
本研究の目標は，無線 LAN 環境下で膨大な

センサノードから高速にデータを収集する
ことである．これに向け，本研究ではセンサ
ノードが自律的に通信チャネルを変更する
ことで無線 LAN との干渉を回避するマルチ
チャネルデータ収集プロトコルを提案する．
具体的には以下の課題の解決を目指す． 
1) 自律的チャネル変更に対してロバストな
データ収集制御通信 
自律的にチャネルを変更する膨大な数の

センサノードのチャネルを，データを収集す
るシンクノードにおいて全て把握すること
は非常に困難である．このため，チャネルが
変更されても影響を受けない形でシンクノ
ードがデータ収集の指示を行う通信方式を

確立することを目指す． 
2) センサノードにおける無線 LAN 通信状況
のモニタリング 
センサノードが搭載する ZigBee モジュー

ルでは無線 LAN（IEEE 802.11）の信号を受信
することはできない．センサノードでの自律
的なチャネル変更に向けて，各無線 LAN チャ
ネルの通信量をセンサノードで取得する手
法を確立することを目指す． 
 
４．研究成果 
本研究課題で得た成果は以下の通りであ

る． 
 

（１）無線 LAN信号をセンサノード上で検出
する技術の開発 
センサネットワークにおいては同じ

2.4GHz帯を用いる無線 LANからの干渉が大き
な問題となる．そこで，干渉源となる無線 LAN
信号をセンサノードを用いて検出する技術
の開発を行った．具体的な成果は以下の通り
である． 
 無線 LAN APが送信するビーコン信号を検

出する技術を開発した．ビーコン信号は
AP が周期的に送信している信号である．
センサノードで利用されている ZigBee
（IEEE 802.15.4）モジュールには無線信
号があるかないかを判定するための RSS
（Received Signal Strength: 受信信号
強度）測定機能が備えられているため，
これを利用して周期的なビーコン信号を
検出する．具体的には図 1に示すように
センサノードで取得した RSS をビーコン
信号の周期で折り返すことによってビー
コン信号を検出できる． 

図 1：ビーコン信号検出の原理 

 
 無線 LAN AP検出技術を利用し，無線 LAN 

AP の信号強度（RSS: Received Signal 
Strength）を測定する技術を開発した．
検出した AP 信号のうち精度低下につな
がる部分を除去した上で RSS を測定する．
評価実験によって平均誤差 1.26dBで RSS
を測定できることを確認した．これによ
り，影響が大きくなる近接した APが存在
するのかどうかを判定することができる． 

 
（２）センサノードを用いた無線 LAN AP 使

 



用チャネル推定技術の開発 
無線 LAN のチャネル幅は ZigBee に比べて

広帯域であり，1 つの無線 LAN チャネルは 4
つの ZigBee チャネルと重なっている．この
ため，前述の（１）の成果だけでは周囲に存
在する近接した AP を正確に検出することが
できない．この課題を解決するため，センサ
ノードを用いて周囲の無線 LAN AP の動作チ
ャネルを推定する技術を開発した．具体的な
成果は以下の通りである． 
 無線 LAN AP の信号が 4 つの ZigBee チャ

ネル上で検出できることを利用して無線
LAN AP の動作チャネルを推定する技術を
開発した．現実環境ではセンサノードの
周囲に複数台の AP が設置されているこ
とが予想されるため，検出したビーコン
が送信されているタイミング情報と検出
したチャネル情報を利用して検出結果を
AP 毎にグループ化して各 AP の動作チャ
ネルを推定する． 

 実環境において 8台の APを設置し，セン
サノードを用いて各 AP の動作チャネル
を推定する評価実験を行った（図 2）．そ
の結果，F 値 0.80 という高い精度で AP
の動作チャネルを推定できることを確認
した． 

図 2：無線 LAN AP 使用チャネル推定技術評

価実験の様子 

 
（３）センサノードを用いて通信中に無線
LANからの干渉状況を推定する技術の開発 
上記（１），（２）を用いれば無線 LANの AP

を動作チャネルを認識しながら検出できる
が，これらを行うためにはセンサノードの通
信を一時的に中断する必要がある．このため，
センサノード間での通信を中断せずに無線
LAN の干渉状況を推定する技術を開発した．
具体的な成果は以下の通りである． 
 センサノードの通信中に無線 LAN からの

干渉が起きた場合，センサノードの通信
成功率が低下する．これを利用して，セ
ンサノードがチャネルを切り替えながら
通信を行う間の通信成功率を取得し，そ
のチャネル間での相関を計算することで
通信が行われている無線 LAN チャネルを
特定する技術を開発した． 

 実環境で評価実験を行い，実際に通信が
行われている AP と通信がほとんど行わ

れていない AP がある中で通信が行われ
て干渉が起こっているチャネルを検出で
きることを確認した．図 3はこの様子を
示している．図で相関値が高いところは
無線 LANの干渉が起きている ZigBeeチャ
ネルである．マルチチャネル通信におい
て通信成功率を取得しながら干渉有無を
測定し，通信の行われている無線 LAN AP
を検出できることが確認できた． 

図 3：センサノードの通信成功率のチャネル

間相関を用いた無線 LAN干渉検出 

 
本研究は挑戦的なものであり，研究開発実

施に対して多くの課題に直面したため当初
計画を変更しての実施となった．このため新
たな通信プロトコル全体の設計までは終了
できなかったが，研究目的に向けた要素技術
を構築できたと言える． 
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